
個別見学会実施中　転編入・不登校　ご相談下さい

つぎを創るための高校
―新入・転編入　個別相談受付中―
授業見学・個別相談随時受付！
生徒を伸ばす３つのコース

レギュラーコース 全日型スタイルで充実の高校生活
ステップコース マイペースで選ぶ週3日の通学
トライアルコース まずは週1回からの通学でトライ

学習 中学復習から大学受験まで
生活 選べる登校で　できるところから！
進路 キャリア教育で希望進路実現！

生徒を支える３つのサポート

※要電話予約

学校法人　山口精華学園

〒362-0071　埼玉県上尾市井戸木2-2-22　桶川駅より徒歩8分☎048-856-9800
精華学園高等学校　上尾校

暮
ら
し

あ
げ
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会

説
明
会

�
平
日
と
偶
数
月
の
第
２
㈯
９
時

〜
１６
時
３０
分（
㈷
を
除
く
）
�
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
平
塚
７２４
）
�

提
供
会
員（
育
児
の
援
助
を
行
う

人
）／
市
内
に
在
住
の
２０
歳
以
上

の
健
康
な
人

依
頼
会
員（
育
児

の
援
助
を
受
け
た
い
人
）／
市
内

に
在
住
・
在
勤
で
０
歳（
首
の
据

わ
っ
た
４
カ
月
頃
）〜
小
学
６
年

生
の
子
ど
も
が
い
る
人

�
筆
記

用
具
、
印
鑑
、
登
録
者
の
写
真（
縦

３
×
横
2.5
㌢
）を
提
供
会
員
２
枚
、

依
頼
会
員
１
枚

�
電
話
で
あ
げ

お
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
へ

※
１
週
間
前
ま
で
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�
あ
げ

お
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）�

７７７
―

０
９
４
１
・
�
７７２
―

８
６
４
７

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
３１
日
㈬
ま
で
に

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で

事
業
を
営
む
個
人
・
法
人
は
、
償

却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。
償

却
資
産
と
は
事
業
用
資
産
の
こ
と

で
、
税
務
会
計
上
、
減
価
償
却
資

産
の
対
象
で
あ
り
、
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
①

〜
⑤
の
資
産
は
申
告
不
要
で
す
。

①
土
地
・
家
屋
②
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
の
対
象
車
両
③
無
形
減

価
償
却
資
産
④
耐
用
年
数
１
年
未

満
ま
た
は
取
得
価
額
１０
万
円
未
満

で
、
国
税
の
申
告
時
に
一
時
損
金

と
し
て
計
上
し
て
い
る
⑤
取
得
価

額
２０
万
円
未
満
で
国
税
の
申
告
時

に
３
年
間
の
一
括
償
却
で
処
理
し

て
い
る

※
④
⑤
の
国
税
と
は
、

法
人
税
・
所
得
税
の
こ
と
で
す
。

【
申
告
方
法
】申
告
書（
昨
年
ま
で

に
申
告
の
あ
っ
た
事
業
者
に
は
１２

月
中
旬
に
郵
送
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
平
成
３０

年
１
月
３１
日
㈬
ま
で
に
直
接
か
郵

送
で
資
産
税
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１

エ

ル

本
町
３
―

１
―

１
）、
ま
た
は
ｅ
Ｌ

タ
ッ
ク
ス

Ｔ
Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
）で

※
前
年
と
比
べ
て
、償

却
資
産
に
増
減
の
な
い
場
合
や
申

告
す
べ
き
事
業
資
産
が
な
い
場
合

も
申
告
は
必
要
で
す
。
新
た
に
事

業
を
始
め
た
場
合
、
ま
た
は
申
告

書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
資
産
税

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
地
方
税

電
子
化
協
議
会（
�
０
５
７
０
―

０

８
１
４
５
９
）に
問
い
合
わ
せ
る

か
、同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
	

http
://w

w
w
.eltax.jp/

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
�
資
産
税
課

�
７７５
―

６
６
４
９
・
�
７７５
―

９
８
４

６冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
１２

月
１
日
㈮
〜
１４
日
㈭
に
実
施
し
ま

す
。
年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

人
や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な

り
、
飲
酒
の
機
会
の
増
加
に
よ
っ

て
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
と
い
う
意
識
を
強
く

持
ち
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

「
交
通
安
全
母
の
会
ポ
ス
タ
ー
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
運
動
の
重
点
目
標

高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
／
夕
暮
れ
時
と
夜

間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
防
止
／
飲
酒
運
転
の
根

絶
、
路
上
寝
込
み
な
ど
に
よ
る
交

通
事
故
防
止

●
市
の
重
点
目
標

自
転
車
の
交

広告

【おわびと訂正】『広報あげお』１１月号１８ページ「国民年金保険料控除証明書を郵送」の記事中、納付日の期間に誤りがありました。おわびし
て訂正します。【誤】平成２９年１月１日～９月３０日に納付した人には１１月上旬、１０月１日～１２月３１日に初めて納付した人には平成３０年２月上旬

【正】平成２９年１月１日～１０月２日に納付した人には１１月上旬、１０月３日～１２月３１日に初めて納付した人には平成３０年２月上旬
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有料広告募集中 !!
毎月約8万5,000部発行の『広報あげお』に広告を掲載しませんか？

料金や申し込み方法など、
詳しくは市ホームページをご覧ください。

　有料広告のお問い合わせは
⇨広報広聴課 775－4918

776－8873

http://www.jcs114.com

通
ル
ー
ル
順
守
と
マ
ナ
ー
向
上

●
交
通
安
全
母
の
会
ポ
ス
タ
ー
展

�
平
成
３０
年
１
月
１８
日
㈭
〜
２４
日

㈬
１０
〜
１６
時（
２１
日
㈰
を
除
く
）

※
２４
日
は
１５
時
ま
で
で
す
。
�

市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�
交
通
防

犯
課
�
７７５
―

５
１
３
８
・
�
７７５
―

９

９
２
７

夕
暮
れ
時

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
運
動

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
夕

暮
れ
時
の
１６
〜
１８
時
の
間
に
交
通

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
間
は
、
薄
暗
い
中
、

歩
行
者
な
ど
が
風
景
に
溶
け
込
ん

で
、
車
両
か
ら
発
見
し
づ
ら
く
な

り
ま
す
。
１６
時
に
な
っ
た
ら
、
自

動
車
・
自
転
車
な
ど
の
ラ
イ
ト
を

早
め
に
点
灯
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
歩
行
者
は
明
る

い
色
の
服
装
で
反
射
材
を
利
用

し
、
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
対

向
車
や
先
行
者
が
な
い
場
合
、
ラ

イ
ト
を
ハ
イ
ビ
ー
ム（
上
向
き
）に

し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
一
人
が
ゆ

と
り
と
思
い
や
り
を
持
っ
て
道
路

を
利
用
し
、
交
通
事
故
の
発
生
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。
�
交
通
防

犯
課
�
７７５
―

５
１
３
８
・
�
７７５
―

９

９
２
７

年
末
年
始
特
別
警
戒

取
り
締
ま
り

上
尾
警
察
署
は
、
皆
さ
ん
が
年

末
年
始
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
、犯
罪
の
予
防
・
警
戒
の
た
め
、

取
り
締
ま
り
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

管
内（
上
尾
市
・
桶
川
市
・
伊

奈
町
）で
は
、
電
話
詐
欺（
振
り
込

め
詐
欺
）被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
年
末
年
始
の
帰
省
時
に
は
、

電
話
詐
欺
に
つ
い
て
家
族
で
話
し

合
い
、詐
欺
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
故
郷
で
過
ご
す
人
の
留

守
を
狙
っ
た
空
き
巣
被
害
が
多
発

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
外
出
時

は
確
実
に
施
錠
す
る
な
ど
の
防
犯

対
策
を
行
い
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

�
上
尾
警
察
署
�
・
�
７７３
―

０
１

１
０

返済方法（割賦）

３カ月ごとの１７回

３カ月ごとの１３回

３カ月ごとの１７回

貸付額

２０万円

３０万円

３０万円

５０万円

区 分

国公立

私立

国公立

私立

高校・高専
専修学校高
等課程
大学・短大
専修学校専
門課程

上限所得の目安

６００万円程度

７７０万円程度

５５０万円程度

７４０万円程度

世帯構成

両親と中学生（対象）の３人世帯

両親と中学生（対象）、小学生の４人世帯

両親と高校生（対象）の３人世帯

両親と高校生（対象）、中学生の４人世帯

対象
高校・高専
専修学校高
等課程
大学・短大
専修学校専
門課程

入入入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学学学準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備金金金金金金金金金金金金のののののののののののの貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸しししししししししししし付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけ（（（（（（（（（（（（１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請））））））））））））
教育総務課 �７７５―９４６９・�７７６―２２５０

高校（特別支援学校を含む）や高等専門学校（高専）、専修学校（一般課程を除く）、大学、短大に入学する人の保
護者に入学準備金を貸し付けます。 ※学校教育法に規定されていない各種学校は、対象外となります。 �次の
①～④の全てに該当する人①市内に１年以上居住し、市税を完納している②平成３０年４月に高校や高専、専修学校、
大学、短大への入学が確実な人の保護者③入学準備金の調達が困難④連帯保証人がいる 【貸付額・返済方法】表
１のとおり 【世帯の上限所得の目安】表２のとおり �申請書と推薦書（教育総務課にある）に必要事項を記入し
て、住民票の写し（申請者の世帯全員、本籍と続柄が記載されたもの）と、連帯保証人が市内に居住していない人
の場合は、連帯保証人の収入状況を証明する書類（所得証明書、源泉徴収票など）と住民票の写し（個人、本籍が
記載されたもの）を用意して、平成３０年１月５日㈮～１９日㈮（㈯㈰㈷を除く）に直接、教育総務課へ

※世帯の所得状況などの審査があります。所得とは、税法上の総所得金額
です。

【表２】

※予算の範囲内での貸し付けとなります。いずれも６カ月
据え置き後、１０月から返済開始です（無利子）。

【表１】

次回の税などの納付期限
１２月２８日㈭

◇固定資産税・都市計画税 …第４期
◇国民健康保険税 ……………第６期
◇介 護 保 険 料 ……………第６期
◇後期高齢者医療保険料 ……第６期

便利で確実な口座振替をご利用ください。

納税課 �７７５―５１３５
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も
っ
た
い
な
い
！

食
べ
ら

れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る

「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
そ
う

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ

れ
る
食
品
は
、
農
林
水
産
省
の
調

査
で
は
全
国
で
年
間
約
６２１
万
㌧

（
平
成
２６
年
度
）と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
約
半
分
は
、
一
般

家
庭
か
ら
の
も
の
で
す
。
平
均
的

な
一
般
家
庭
で
の
、
一
人
１
日
当

た
り
の
食
品
ロ
ス
は
１３４
㌘
、
茶
わ

ん
約
１
杯
の
ご
飯
の
量
に
相
当
し

ま
す
。
一
人
一
人
が
も
っ
た
い
な

い
と
思
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

●
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
の
ポ

イ
ン
ト

①
買
い
物
に
出
掛
け
る

前
に
冷
蔵
庫
内
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

②
必
要
な
分
だ
け
購
入
す
る
③
お

腹
が
空
い
て
い
る
時
は
買
い
物
に

行
か
な
い
④
で
き
る
だ
け
食
材
を

使
い
切
る
⑤
食
べ
切
れ
な
か
っ
た

料
理
は
別
の
も
の
に
変
身
。
や
む

を
得
ず
捨
て
る
時
は
水
気
を
絞
っ

て
捨
て
る

●
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
き
り
運

動

１２
月
は
、
宴
会
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
外
食
時
の
食
べ
残
し
を
防
ぐ

た
め
に
、
幹
事
や
司
会
者
の
声
掛

け
で
、食
べ
き
り
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。
�
環
境
政
策
課
�
７７５
―

６
９

２
５
・
�
７７５
―

９
８
７
２

小
・
中
学
校

入
学
通
知
書
を
郵
送

平
成
３０
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
小
・
中
学

校
入
学
対
象
者
の
保
護
者
へ
、
平

成
３０
年
１
月
中
旬
に「
入
学
通
知

書
」（
は
が
き
）を
郵
送
し
ま
す
。

※
①
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
②

住
民
登
録
の
な
い
子
ど
も
で
小
・

中
学
校
に
入
学
を
希
望
す
る
③
無

戸
籍
の
子
ど
も
が
入
学
す
る
な
ど

の
場
合
は
、
学
務
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
国
・
県
・
私
立

の
小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
人
は
、

「
入
学
許
可（
承
諾
）書
」な
ど
を
学

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
小
学
校

平
成
２３
年
４
月
２
日

〜
２４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
の
保
護
者
へ
、
入
学
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。内
容
を
確
認
の
上
、

「
入
学
届
」に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
て
、
入
学
説
明
会
当
日
に

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
中
学
校

平
成
１７
年
４
月
２
日

〜
１８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
の
保
護
者
へ
、
現
在
通
学
し
て

い
る
小
学
校
を
通
し
て
入
学
通
知

書
を
配
布
し
ま
す
。
内
容
を
確
認

の
上
、「
入
学
届
」に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
し
て
、
小
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
私
立
小

学
校
や
市
外
の
小
学
校
へ
通
学
し

て
い
る
場
合
は
、
自
宅
に
郵
送
し

ま
す
。
入
学
届
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
し
て
、入
学
指
定
中
学
校

へ
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
①
②
共
通
】入
学
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
後
に
、
学
区
外
へ
市
内
転

居
す
る
人
ま
た
は
平
成
３０
年
１
月

１
日
以
降
、
他
市
区
町
村
か
ら
転

入
す
る
人
に
は
、
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
・
出
張
所
で
転
居
・
転
入

届
を
提
出
後
、
学
務
課
で
入
学
通

知
書
を
発
行
し
ま
す
。
�
学
務

課
�
７７５
―

９
６
０
４
・
�
７７５
―

５
６

３
３東

日
本
大
震
災
に
よ
り

避
難
し
て
い
る
子
ど
も
の

入
学
手
続
き

平
成
３０
年
度
に
小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
へ
、

平
成
３０
年
１
月
中
旬
に「
入
学
通

知
書
」を
郵
送
し
ま
す
。
上
尾
市

に
住
民
登
録
を
し
な
い
で
避
難
し

て
い
る
場
合
は
、
入
学
通
知
書
が

届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
対
象
の
子
ど
も
が
い
る
保
護

者
は
、
早
め
に
学
務
課
に
連
絡
の

上
、手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
※

現
在
、
市
内
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
子
ど
も
の
中
学
校
の
入
学

通
知
書
は
、
小
学
校
を
通
し
て
配

布
し
ま
す
。
�
小
学
校
／
平
成

２３
年
４
月
２
日
〜
２４
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
子
ど
も

中
学
校
／
平

成
１７
年
４
月
２
日
〜
１８
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
子
ど
も

�
子
ど
も

の
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
民
登
録

地
が
分
か
る
書
類（
健
康
保
険
証

な
ど
）、
保
護
者
の
本
人
確
認
書

類（
自
動
車
運
転
免
許
証
な
ど
）、

上
尾
市
で
の
居
住
証
明（
賃
貸
借

契
約
書
な
ど
）を
用
意
し
て
、
直

接
、
学
務
課
へ

※
転
入
学
の
児

童
生
徒
の
手
続
き
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
�
学
務
課
�
７７５
―

９
６
０
４
・
�
７７５
―

５
６
３
３

歳
末
火
災
特
別
警
戒

１２
月
２５
日
㈪
〜
３１
日
㈰

「
火
の
用
心

こ
と
ば
を
形
に

習
慣
に
」を
統
一
標
語
に
、
消
防

本
部
・
各
消
防
署
、消
防
団
で
は
、

歳
末
火
災
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
運
動
は
火
災
多
発
期
の

年
の
瀬
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
市

民
一
人
一
人
に
防
火
意
識
を
高
め

て
も
ら
い
、
火
災
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
期
間
中

は
、
横
断
幕
を
市
内
各
所
に
設
置

し
、
消
防
車
で
火
災
予
防
広
報
を

行
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
住

宅
火
災
の
早
期
発
見
に
有
効
な

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。
�
予
防
課
�
７７５
―

１

３
１
４
・
�
７７５
―

２
２
３
０

浦
和
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
無
料
相
談
会

�
１２
月
１４
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

�
伊
奈
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
伊
奈
町
小
室
５
１
６

１
）
�
相
続
、
遺
言
、
登
記
、
債

務
整
理
、
成
年
後
見
、
不
動
産
の

名
義
変
更
他

※
面
談
相
談
で
、１

組
１
時
間
で
す（
要
予
約
）。
�

１２
月
７
日
㈭
ま
で
の
平
日
１０
〜
１６

時
に
電
話
で
、
浦
和
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー（
�
８３８
―
７
４
７
２
）へ

�

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
�
８６３
―

７
８
６
１
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関
東
信
越
国
税
局

文
書
照
会
セ
ン
タ
ー
の
設
置

課
税
事
務
の
一
層
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で

各
税
務
署
で
行
わ
れ
て
い
た
文
書

照
会
な
ど
の
一
部
の
事
務
が
、
関

東
信
越
国
税
局
文
書
照
会
セ
ン

タ
ー（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都

心
１
―

１
）で
集
中
処
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
�
平
日
９
〜

１７
時

�
照
会
文
書
の
発
送
・
電

話
照
会

�
関
東
信
越
国
税
局
文

書
照
会
セ
ン
タ
ー
�
０
５
７
０
―

０
０
５
９
０
１

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理
を

浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保
守
点

検
・
清
掃
）と
定
期
検
査（
法
定
検

査
）が
、
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
怠
る
と
浄
化
槽

の
機
能
が
低
下
し
、
悪
臭
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
区
域
で
は
、
浄
化
槽
を
廃
止

し
、
速
や
か
に
下
水
道
本
管
へ
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
守
点
検

浄
化
槽
の
点
検
、

調
整
や
修
理
で
す
。
県
知
事
登
録

を
受
け
た
業
者
に
委
託
し
て
く
だ

さ
い
。

●
清
掃

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚

泥
な
ど
の
引
き
抜
き
や
調
整
、
機

器
類
の
洗
浄
な
ど
で
、
毎
年
１
回

以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
が
許
可
し
た
業
者
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査

保
守
点
検
や
清
掃

と
は
別
に
行
う
、
浄
化
槽
の
機
能

診
断
で
す
。
指
定
検
査
機
関
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
�
指
定
検

査
機
関
の
埼
玉
県
環
境
検
査
研
究

協
会
�
６４９
―

５
１
５
１
・
�
６４９
―

５

４
９
５
、
�
生
活
環
境
課
�
７７５
―

６
９
４
０
・
�
７７５
―

９
８
７
２

大
雪
に
備
え
て

平
成
２６
年
２
月
の
大
雪
は
、
観

測
史
上
最
大
の
積
雪
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
大
雪
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
か
ら
の
落
雪
／
道
路
で
の
転

倒
／
積
雪
で
狭
く
な
っ
た
道
路
で

の
自
動
車
と
の
す
れ
違
い
／
積
雪

で
見
え
に
く
く
な
っ
た
道
路
脇
の

側
溝
／
積
雪
に
よ
る
カ
ー
ポ
ー
ト

の
倒
壊
／
不
要
不
急
の
外
出
を
避

け
る（
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
場

合
は
滑
り
に
く
い
靴
を
着
用
す

る
）

除
雪
時
の
お
願
い

●
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い

道
路

に
雪
を
出
す
と
自
動
車
や
自
転
車

の
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
、
交
通
事

故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
自
宅
周
辺
の
除
雪
作
業
に
ご
協

力
を

生
活
道
路
や
歩
道
な
ど
の

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�
危
機
管
理
防
災
課
�
７７５
―

５
１

４
０
・
�
７７５
―

９
９
２
７
、
�
道

路
課
�
７７５
―

８
５
９
７
・
�
７７５
―

９

９
０
６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

１２
月
１０
〜
１６
日
は
、「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
早
期

解
決
の
た
め
に
は
、「
拉
致
は
許

さ
な
い
」と
い
う
市
民
一
人
一
人

の
声
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

こ
の
週
間
を
機
に
、
拉
致
問
題
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
、
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。
�
人
権
男

女
共
同
参
画
課
�
７７５
―
５
１
１
７
・

�
７７８
―

５
１
１
２

住宅防火のチェックポイント
予防課 �７７５―１３１４・�７７５―２２３０

ことし、市内では住宅火災で２人が亡くなり、６人が負傷する
など、多くの被害が発生しています（１０月末日現在）。
日頃の心掛けが火災予防につながります。次の項目に該当す
るものがあれば、すぐに見直しましょう。

万が一、火災が発生した場合には、次の対策が有効です。で
きることから取り組んでいきましょう。
■住宅用火災警報器を設置する
設置が義務付けられてから、１０年が経過しました。住宅用火
災警報器は、１０年を目安に交換することが推奨されています。
家庭に設置されている物が何年経過しているか確認するととも
に、正常に作動するか、月に１度は確認しましょう。
■カーテン、じゅうたん、布団、シーツなどは防炎品を使用する
■住宅用消火器、スプレー式の消火器具などを設置する
■住宅用スプリンクラーなどを設置する

とりカエル

■放火対策
□決められた日時以外にゴミを出すことがある
□ダンボールや古新聞紙、雑誌を家の周りに置いている
■電気器具・ストーブ
□たこ足配線をしている
□コンセントにほこりがたまっている
□ストーブの上で洗濯物を乾かすことがある
□給油はストーブをつけたまま行っている
■こんろ
□火を消さずにこんろから離れて別のことをすること
がある

□こんろの周りに燃えやすい物を置いている
■たばこ
□寝たばこをすることがある
□灰皿に吸殻がたまっていたり、そのまま無造作にごみ
箱に捨てたりしている

□子どもの目に付く所に、たばこやライターが置いて
ある
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ア
ッ
ピ
ー

平
成
２９
年
度

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
１０
月
１
日

か
ら
時
間
８７１
円
に
改
訂
さ
れ
ま
し

た
。
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
県
内

全
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
産
業
に
よ
っ
て

は
、
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
�
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
�

６００
―

６
２
０
５

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

気
温
が
氷
点
下
４
度
以
下
に
な

る
と
水
道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
建
物
の
北
側
な
ど
日

が
当
た
ら
ず
、
風
当
た
り
が
強
い

場
所
で
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
は

タ
オ

ル
や
毛
布
を
巻
き
、
濡
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
保
護
を
す

る
か
、
水
道
管
用
の
防
寒
材
を
巻

い
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
布
な
ど
を
濡
れ
な
い
よ

う
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
て
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

●
水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た

ら

自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ

か
、
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
て
、

そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と「
ぬ
る

ま
湯
」を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
直

接
掛
け
る
と
水
道
管
が
破
損
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
�
水
道
施
設
課
�

７７５
―

５
１
５
７
・
�
７７２
―

９
０
５
０

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

上
尾
市
民
駅
伝
競
走
大
会

�
平
成
３０
年
２
月
１１
日
㈷

※
雨

天
・
小
雪
決
行
、
積
雪
・
落
雷
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
中
止
し
ま

す
。
�
上
尾
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
周
辺
コ
ー
ス
【
種
目
／
対

象
】第
１
部
／
小
学
生
男
子

第

２
部
／
小
学
生
女
子

第
３
部
／

中
学
生
男
子

第
４
部
／
中
学
生

女
子

第
５
部
／
一
般（
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人〈
小
・

中
学
生
を
除
く
〉）
第
６
部
／
女

子（
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
女
子〈
小
・
中
学
生
を
除
く
〉）

第
７
部
／
体
育
協
会
支
部（
小
・

中
学
生
を
除
く
）
※
今
大
会
か

ら
、
各
種
目
の
ス
タ
ー
ト
時
間
と

走
路
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、開
催
要
項
と
走
路
図（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
�

小
学
生
／
１
、４
０
０
円

中
学

生
／
６００
円

そ
の
他
／
２
、６
０

０
円

※
１
チ
ー
ム
の
参
加
費
用

で
す
。
�
参
加
申
込
書（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

１２
月
１
日
㈮
〜
１９
日
㈫（
㈯
㈰
を

除
く
）に
直
接
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ

※
参
加
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
参

加
チ
ー
ム
数
を
制
限
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
当
日
は
、
コ
ー
ス
周

辺
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

近
隣
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
�
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
�
７８１
―

８
１
１
２
・
�
７７６
―

２
２

５
０市

民
球
場
の

貸
し
出
し
の
中
止

芝
生
養
生
の
た
め
、
１２
月
１
日

㈮
〜
平
成
３０
年
３
月
３１
日
㈯
は
貸

し
出
し
を
中
止
し
ま
す
。
来
年
度

の
貸
し
出
し
は
４
月
１
日
㈰
か
ら

で
、
２
月
１
日
㈭
か
ら
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。
�
上
平
公
園
管

理
事
務
所
�
７７６
―

８
９
８
６
・
�

７７６
―

３
３
２
２

卓
球
愛
好
者
教
室

�
平
成
３０
年
１
月
２２
日
㈪
・
２９
日

㈪
、
２
月
５
日
㈪
・
１３
日
㈫
・
１９

日
㈪
・
２６
日
㈪
１３
〜
１５
時（
全
６

回
）
�
市
民
体
育
館
【
講
師
】

市
卓
球
連
盟

�
市
内
に
在
住
・

在
勤
ま
た
は
市
内
の
卓
球
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
人（
初
心
者
も
可
）

�
２
、５
０
０
円

�
６０
人（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
	
ラ

ケ
ッ
ト
、
運
動
が
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
体
育
館
用
上
履
き
、
飲

み
物

�
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
１２
月
２８

日
㈭
ま
で（
必
着
）に
市
民
体
育
館

（
〒
３６２
―

０
０
４
５
向
山
４
―

３
―

１０
）へ

�
市
民
体
育
館
�
７８１
―

８

１
１
１
・
�
７８１
―

８
１
１
３

冬
休
み
短
期
ス
ケ
ー
ト
教
室

�
１２
月
２５
日
㈪
〜
２７
日
㈬
９
時
〜

９
時
４５
分（
全
３
回
）
�
埼
玉
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ



専
属
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
親
切
、
丁
寧
に
基

礎
を
し
っ
か
り
指
導
し
、
楽
し
く

ス
ケ
ー
ト
の
技
術
を
身
に
付
け
る

�
４
歳
児
〜
中
学
生

�
４
、８

０
０
円

�
１５０
人（
先
着
順
）
�

１２
月
１
日
㈮
〜
２３
日
㈷
１０
〜
１８
時

に
電
話
で
埼
玉
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

へ

�
埼
玉
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
�

７７５
―

３
４
５
６募

集

学
校
給
食
調
理
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

【
任
用
期
間
】平
成
３０
年
２
月
２７
日

㈫
〜
８
月
２６
日
㈰
【
勤
務
日
・

時
間
】㈪
〜
㈮（
㈷
を
除
く
）８
時

１５
分
〜
１６
時
４５
分
【
勤
務
先
】西

小
学
校

�
１
人
【
受
験
資
格
】

栄
養
士
ま
た
は
調
理
師
の
資
格
を

有
す
る
人
【
試
験
日
】人
物
試
験

（
面
接
試
験
）／
平
成
３０
年
１
月
１７

日
㈬
、
健
康
診
断
／
１
月
２４
日
㈬

※
試
験
時
間
と
会
場
は
、
申
込
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�
申
込

書（
教
育
総
務
課
に
あ
る
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
証
明
書
用
写
真（
縦
４
×
横

３
㌢
）１
枚
を
貼
り
付
け
て
、
平

成
３０
年
１
月
１０
日
㈬
〜
１２
日
㈮
の

９
〜
１６
時
に
直
接
、
教
育
総
務
課

へ

�
教
育
総
務
課
�
７７５
―

９
４

６
９
・
�
７７６
―

２
２
５
０
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ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
学
校

図
書
館
支
援
員

（
臨
時
職
員
）

【
期
間
】平
成
３０
年
４
月
５
日
㈭
〜

平
成
３１
年
３
月
１５
日（
予
定
）
【
勤

務
日
・
時
間
】㈪
〜
㈮（
㈷
を
除

く
）１０
〜
１６
時
の
間
で
１
日
５
時

間
以
内（
予
定
）
�
市
内
の
小
・

中
学
校
で
、
学
校
図
書
館
運
営
の

補
助
と
し
て
、本
の
登
録
・
分
類
・

整
理
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
支
援

�
学
校
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
次

の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
①
原
則
と
し
て
、
司
書
、
司

書
補
、
司
書
教
諭
、
教
諭
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る
②
教

職
経
験
者
、
教
職
志
願
者
③
図
書

の
入
力
作
業
や
検
索
作
業
の
た
め

の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
④
図

書
や
読
書
へ
の
関
心
が
高
く
、
子

ど
も
が
好
き
【
時
給
】９１０
〜
９５０
円

（
予
定
）
【
通
勤
手
当
】１
日
１５０
円

（
予
定
）
�
３０
人
程
度

�
申
請

書（
指
導
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、平

成
３０
年
１
月
５
日
㈮
ま
で
に
直
接

（
㈯
㈰
㈷
、
年
末
年
始
を
除
く
）ま

た
は
郵
送（
５
日
消
印
有
効
）で
指

導
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ

�
指
導
課
�
７７５
―

９

６
７
２
・
�
７７５
―

５
６
３
３

ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
・

特
別
支
援
学
級
補
助
員

①
ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
【
勤
務
日
・
時
間
】㈪
〜
㈮

（
㈷
を
除
く
）１
日
５
時
間（
予
定
）

�
市
内
小
・
中
学
校
と
平
方
幼
稚

園
で
、
介
助
や
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
な
ど
の
学
習
や
自
立
を
支

援
す
る
【
日
給
】４
、７
０
０
円

（
予
定
）
※
社
会
保
険
加
入
あ
り
。

�
８０
人（
予
定
）
②
特
別
支
援
学

級
補
助
員
【
勤
務
日
・
時
間
】㈪

〜
㈮（
㈷
を
除
く
）１
日
７
時
間

（
予
定
）
�
市
内
の
小
学
校
の
特

別
支
援
学
級
担
任
の
補
助
を
し
、

介
助
な
ど
が
必
要
な
児
童
を
支
援

す
る
【
日
給
】７
、１
４
０
円（
予

定
）
※
社
会
保
険
加
入
あ
り
。

�
２０
人（
予
定
）
●
①
②
共
通

【
雇
用
期
間
】前
期
／
平
成
３０
年
４

月
１
日
㈰
〜
９
月
３０
日
㈰
、
後
期

／
平
成
３０
年
１０
月
１
日
㈪
〜
平
成

３１
年
３
月
３１
日

※
長
期
休
業
中

は
除
き
ま
す
。
�
学
校
教
育
に

理
解
が
あ
り
、
学
級
担
任
の
補
助

に
意
欲
の
あ
る
人
【
面
接
日
】平

成
３０
年
１
月
２５
日
㈭
ま
た
は
２６
日

㈮

�
申
請
書（
学
務
課
に
あ
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
１２
月
４
日
㈪
〜
平
成
３０

年
１
月
１５
日
㈪
に
直
接（
㈯
㈰
㈷
、

年
末
年
始
を
除
く
）ま
た
は
郵
送

（
１
月
１２
日
㈮
消
印
有
効
）で
学
務

課（
〒
３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ

�
学
務
課
�
７７５
―

９
６
０

４
・
�
７７５
―

５
６
３
３

ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
教
員

（
中
学
校
臨
時
教
員
）

中
学
１
年
生
で
少
人
数
学
級
を

編
制
し
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を

行
う
た
め
、
市
が
独
自
に
採
用
す

る
臨
時
教
員（
ア
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ

ル
教
員
）を
募
集
し
ま
す
。
【
雇

用
期
間
】前
期
／
平
成
３０
年
４
月

１
日
㈰
〜
９
月
３０
日
㈰
、
後
期
／

平
成
３０
年
１０
月
１
日
㈪
〜
平
成
３１

年
３
月
３１
日
【
勤
務
時
間
】㈪
〜

㈮（
㈷
を
除
く
）１
日
７
時
間
４５
分

�
中
学
校
教
員
免
許
状
が
あ
る
人

ま
た
は
平
成
３０
年
３
月
３１
日
㈯
ま

で
に
免
許
状
取
得
見
込
み
の
人

【
給
与
】２２
万
円
程
度（
月
額
）
�

若
干
名
【
面
接
日
】平
成
３０
年
１

月
２９
日
㈪

�
申
込
書（
学
務
課

に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
教
員
免
許
状
の

写
し
ま
た
は
免
許
状
取
得
見
込
証

明
書
を
用
意
し
て
、
１２
月
４
日
㈪

〜
平
成
３０
年
１
月
１５
日
㈪
に
直
接

（
㈯
㈰
㈷
、
年
末
年
始
を
除
く
）ま

た
は
郵
送（
１
月
１２
日
㈮
消
印
有

効
）で
学
務
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１

本
町
３
―

１
―

１
）へ

�
学
務
課

�
７７５
―
９
６
０
４
・
�
７７５
―
５
６
３
３

上
尾
税
務
署

確
定
申
告
期
の
非
常
勤
職
員

【
勤
務
期
間
】平
成
３０
年
１
月
上

旬
〜
３
月
末
【
勤
務
時
間
】８
時

４５
分
〜
１７
時
３０
分
の
間
で
、
４
〜

７
時
間

�
上
尾
税
務
署
【
勤

務
内
容
】確
定
申
告
事
務
の
補
助

作
業
／
①
デ
ー
タ
の
入
力
・
書
類

整
理
他
②
申
告
会
場
で
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
補
助
他
【
時
給
】９００
円
ま

た
は
９４０
円

※
交
通
費
は
規
定
内

で
別
途
支
給
し
ま
す
。
�
６０
人

【
選
考
方
法
】面
接

※
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
の
実
技
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
【
募
集
期
間
】随
時
受
け
付

け（
定
員
に
達
し
次
第
、
終
了
）

�
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真

（
正
面
向
き
上
半
身
）付
き
の
自
筆

に
よ
る
履
歴
書
を
用
意
し
て
、
直

接
、
上
尾
税
務
署（
〒
３６２
―

８
５
０

４
西
門
前
５７７
）へ

※
面
接
日
を

決
定
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�
上

尾
税
務
署
総
務
課
�
７７０
―

１
８
０

０学
童
保
育
所
パ
ー
ト
指
導
員

①
学
童
保
育
所
パ
ー
ト
指
導
員

【
勤
務
時
間
】㈪
〜
㈮
／
１４
〜
１９

時
、
㈯
／
８
〜
１８
時

※
実
働
４

時
間
程
度
で
す
。
【
勤
務
地
】市

内
３３
学
童
保
育
所

※
住
居
地
を

考
慮
し
ま
す
。
【
時
給
】９２０
円（
勤

務
開
始
１
カ
月
は
８８０
円
）
※
諸

手
当
が
あ
り
ま
す
。
�
放
課
後

児
童
の
保
育

②
特
別
支
援
児
担
当
パ
ー
ト
指
導

員
【
勤
務
時
間
】㈪
〜
㈯
の
う
ち

週
５
日
／
１０
〜
１９
時（
月
間
合
計

１４０
時
間
以
内
）
【
勤
務
地
】中
央

小
、
大
谷
第
二
・
第
三
の
各
学
童

保
育
所
【
時
給
】１
、０
７
０
円

（
勤
務
開
始
１
カ
月
は
１
、０
３
０

円
）
※
諸
手
当
が
あ
り
ま
す
。

�
特
別
支
援
児
を
中
心
に
し
た
保

育●
①
②
共
通

�
子
ど
も
と
元
気

に
遊
べ
る
人

�
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
げ
お
学
童
ク
ラ
ブ
の
会
へ

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お
学
童
ク
ラ

ブ
の
会
�
７７１
―

６
９
４
５
・
�
７７７
―

５
７
９
０
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まなびすと 市 民 講 座 ～生涯学習を楽しもう～
生涯学習課　 775－9490・ 776－2250

泉
台
学
習
教
室

冬
期
学
習
講
習
会
の
生
徒

�
１２
月
２６
日
㈫
〜
２８
日
㈭
、
平
成

３０
年
１
月
４
日
㈭
〜
６
日
㈯
９

時
〜
１２
時
１５
分（
全
６
回
）
�
泉

台
学
習
教
室（
泉
台
１
―

６
―

９
）

【
教
科
】国
語
・
数
学
・
英
語
・
社

会
・
理
科

�
中
学
３
年
生

�

１
万
円

※
テ
キ
ス
ト
代
を
含
み

ま
す
。
�
電
話
で
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ

�
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
�
７２６
―

８
０
１
１
・

�
７８０
―

３
０
１
８

講

座

県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

出
前
セ
ミ
ナ
ー

「〝
子
育
て
マ
マ
対
象
〞理
想
の

働
く
自
分
を
考
え
よ
う
」

�
平
成
３０
年
１
月
３０
日
㈫
１０
時
〜

１１
時
３０
分

�
プ
ラ
ザ
２２

�
子

育
て
中
か
ら
、
自
分
ら
し
い
働
き

方
や
多
様
な
働
き
方
を
知
り
、
自

分
に
合
っ
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
考
え
る

�
就
職

を
希
望
す
る
子
育
て
中
の
女
性

	
２０
人（
先
着
順
）
※
託
児
は
あ

り
ま
せ
ん
。
�
平
成
３０
年
１
月

５
日
㈮
か
ら
電
話
で
商
工
課
へ

�
商
工
課
�
７７７
―

４
４
４
１
・
�

７７５
―

５
０
２
４

ひ
と
り
親
の

就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

�
１２
月
１２
日
㈫
１４
〜
１６
時

�
市

役
所
７
階
大
会
議
室

�
求
人
の

探
し
方
、
応
募
書
類
の
書
き
方
、

面
接
な
ど
、
就
職
活
動
に
役
立
つ

と
も
こ

こ
と
を
学
ぶ
【
講
師
】田
中
友
子

さ
ん（
県
東
部
中
央
福
祉
事
務
所

就
業
支
援
専
門
員
）
�
ひ
と
り

親
家
庭
の
親

	
１５
人（
先
着
順
）

�
１２
月
８
日
㈮
ま
で
に
直
接
か
電

話
で
子
ど
も
支
援
課
へ

�
子
ど

も
支
援
課
�
７７５
―

６
８
１
９
・
�

７７４
―

５
３
４
２

救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

�
平
成
３０
年
１
月
２０
日
㈯
９
〜
１２

時

�
市
消
防
本
部

�
成
人
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
自
動
体
外

式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方

法
他

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上

	
２０
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

https

:
//s ―kantan.com

/toppage-
saitam

a-t/

）か
ら
電
子
申
請
ま

【芝川市民講座】
締め切り

１２／１１㈪

【富士見市民講座】
締め切り

１２／１６㈯

１／ ８㈷

１／１５㈪

１／ ９㈫

参加費・持ち物

１，５００円
はさみ、雑巾、ゴミ袋、新聞
紙、持っている人は花器（水
盤）・剣山
※幼児付き添い可。

参加費・持ち物
２，０００円
水盤（長径３０㌢程度のもの）、
剣山（ある人は２個）、はさみ、
新聞紙２枚、雑巾１枚、筆記用
具

１，０００円 ぶんちん

筆（大・小）、文鎮、下敷き、
すずり

硯（皿でも可）

５００円

２００円
スマートフォン、タブレット
（持っていない人は要相談）、
筆記用具

対象・定員

小学生
以上
２０人

対象・定員

小学６年生
以上
１０人

小学３年生
以上
１５人

小学４年生
以上
１０人

中学生以上
１０人

講座名・講師・講座内容

とみやま せってい正月花をいける（冨山 雪庭）
ときわ

常盤木の松や豊かさを願う千両などの花材を使っ
て、お正月の花を生ける

講座名・講師・講座内容

ほうえんお正月のいけばな（鈴木 豊円）
お正月にふさわしい花材を、心を込めて生けて、晴
れやかな気持ちで新年を迎える

ち か こ飾って楽しむ書道（柴田 千賀子）
好きな言葉を色紙に書いて飾る。また、自分の名
前を筆できれいに書くコツを学び、練習する

大福茶を楽しむ・煎茶道（藤崎 美津代）
茶わんに結び昆布・小梅を入れ、熱い番茶を入れ
る。冬にふさわしい煎茶道を体験する

ガラ携からスマホ・タブレットへ
デビュー応援（山本 純子）
スマートフォンやタブレットは手のひらのイン
ターネット。使いこなせるように、じっくり体験
しながら学ぶ

講座番号

芝―６

講座番号

富―２０

富―２１

富―２２

富―２３

と き

１２／２３㈷
１３：３０～１５：３０

と き

１２／２８㈭
１０：００～１２：００

連
続

１／２７㈯
１３：３０～１５：３０

連
続

平成３０年
１／２０㈯
２／１０㈯

１３：３０～１５：３０

１／２１㈰
２／ ４㈰

１３：３０～１５：３０

�芝川・富士見小学校特別教室 �往復はがき（１人１枚）に講座番号、講座名、住所、氏名、年齢（小・中学生は
学校名、学年）、電話番号を記入して、各締め切り日まで（必着）に生涯学習課まなびすと係（〒３６２―８５０１本町３―１―
１）へ ※応募者多数の場合は抽選、５人未満の場合は中止になります。講師は、まなびすと指導者バンク活動推
進会議の指導者です。
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多くの人でにぎわう「あげお夕市」

ことしの子牛・ミニ豚の写生会

た
は
往
復
は
が
き
に
、
講
習
名
、

講
習
日
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
在
勤
の
人
は

勤
務
先
名
、
在
学
の
人
は
学
校
名

を
記
入
し
て
、
１２
月
２５
日
㈪
〜
平

成
３０
年
１
月
９
日
㈫（
必
着
）に
東

消
防
署
管
理
課（
〒
３６２
―

０
０
１
３

上
尾
村
５３７
）へ

�
東
消
防
署
管

理
課
�
７７５
―

１
３
１
０
・
�
７７０
―

１

９
０
２

公
開
講
座

「
不
登
校
の
子
ど
も
・

若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

�
平
成
３０
年
１
月
１１
日
㈭
１４
時
〜

１６
時
３０
分

�
青
少
年
セ
ン
タ
ー

�
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
子

ど
も
や
若
者
へ
の
理
解
を
深
め
る

【
講
師
】内
田
宏
明
さ
ん（
日
本
社

会
事
業
大
学
准
教
授
）
�
困
難

を
抱
え
た
子
ど
も
や
若
者
の
支
援

に
携
わ
る
人
、
ま
た
は
支
援
に
関

心
の
あ
る
人

�
８０
人（
先
着
順
）

�
１２
月
２８
日
㈭
ま
で
に
氏
名（
団

体
で
申
し
込
み
の
場
合
は
、
代
表

者
の
氏
名
、参
加
人
数
）、住
所
、連

絡
先
を
直
接
か
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン

タ
ー
へ

�
子
ど
も
・
若
者
相
談

セ
ン
タ
ー
�
７８３
―

４
９
６
４
・
�

７７４
―

５
３
４
２

瓦
葺
ふ
れ
あ
い
広
場

「
太
極
拳
体
験
講
座
」

�
１２
月
１２
〜
２６
日
の
毎
週
㈫
１３
時

〜
１４
時
３０
分（
全
３
回
）
�
瓦
葺

ふ
れ
あ
い
広
場

�
市
内
に
在
住・

在
勤
・
在
学
の
初
心
者
の
人

�

３０
人（
先
着
順
）
	
タ
オ
ル
、
水

筒

�
１２
月
１０
日
㈰
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
直
接

か
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
瓦
葺

ふ
れ
あ
い
広
場
へ

�
瓦
葺
ふ
れ

あ
い
広
場
�
・
�
７２２
―

７
５
６
３

催

し

２
０
１
７
あ
げ
お
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
近
隣
観
光
協
会

駅
でde

ほ
っ
と
市

�
１２
月
１６
日
㈯
１２
〜
１７
時

�
Ｊ

Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路

�
上
尾

市
、
桶
川
市
、
北
本
市
、
鴻
巣
市
、

伊
奈
町
、
川
越
市
、
久
喜
市
、
行

田
市
の
観
光
協
会
に
よ
る
物
産

展
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
と
の
交
流
会
、

幼
稚
園
児
の
合
唱
、
上
尾
和
太
鼓

わ
か
こ
ま

の
会「
若
駒
」に
よ
る
太
鼓
の
演
奏

�
市
観
光
協
会
�
７７５
―

５
９
１

７
・
�
７７５
―

５
０
２
４

あ
げ
お
夕
市

市
内
で
生
産
し
た
季
節
の
野
菜

や
花
な
ど
を
農
家
が
直
接
、
販
売

し
ま
す
。
�
１２
月
９
日
㈯
１６
時

〜
１８
時
３０
分

�
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
自

由
通
路

�
農
政
課
�
７７５
―

７
３

８
４
・
�
７７５
―

９
８
７
２

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

１２
月
の
開
催
日

収
益
金
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
�
１２

月
２
日
㈯
〜
５
日
㈫
、
８
日
㈮
〜

１１
日
㈪
、
１６
日
㈯
〜
２０
日
㈬
、
２８

日
㈭
〜
３１
日
㈰
【
場
外
発
売
】２

〜
５
日
、
８
〜
１１
日
、
１６
〜
２４
日

㈰
、
２６
日
㈫
〜
３１
日

�
埼
玉
県

都
市
競
艇
組
合
�
８２３
―
８
７
１
１
・

�
８２３
―

８
７
０
９

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

上
尾
支
部
の
催
し

あ
げ
お
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
生
息
地
を

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

�
１２
月
１０

〜
３１
日
の
毎
週
㈰
９
〜
１３
時（
小

雨
決
行
）
�
サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ

ス
ト
地（
領
家
）


２００
円

	
飲

み
物
、
長
靴
、
軍
手

�
各
開
催

日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
上
尾
支

部
の
小
川
へ

�
小
川
�
７８１
―

０

８
８
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

荒
川
の
自
然
を
守
る
会
の

催
し

①
竹
林
の
自
然
観
察
と
管
理

�

１２
月
２
日
㈯
９
時
３０
分
〜
１２
時

（
雨
天
中
止
）
②
鳥
の
観
察
と
ア

シ
刈
り

�
１２
月
１０
日
㈰
９
時
３０

分
〜
１２
時（
雨
天
中
止
）
③
カ
ヤ

ネ
ズ
ミ
の
観
察
と
ア
シ
刈
り

�

１２
月
１６
日
㈯
９
時
３０
分
〜
１２
時

（
小
雨
決
行
）
●
①
〜
③
共
通

�
三
ツ
又
沼
ビ
オ
ト
ー
プ（
平
方
）

【
集
合
】三
ツ
又
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
駐

車
場
・
９
時
３０
分



１００
円

	

飲
み
物
、
軍
手
、
帽
子
、
鎌

※

黒
い
服
装
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
�
菅
間
�
０９０
―
９
６
４
１
―

５
２
８
８

子
牛
・
ミ
ニ
豚
の
写
生
会

優
秀
作
品
の
展
示

１１
月
１２
日
に
開
催
し
た
、
あ
げ

お
産
業
祭
の「
子
牛
・
ミ
ニ
豚
の

写
生
会
」応
募
作
品
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
�
１２
月
２
日
㈯
〜
平
成
３０

年
１
月
８
日
㈷
１０
〜
１７
時

�
榎

本
牧
場（
畔
吉
７３６
―

１
）
�
農
政

課
�
７７５
―

７
３
８
４
・
�
７７５
―

９
８

７
２
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新春

市指定無形民俗文化財

藤波の餅つき踊り
生涯学習課 �７７５―９４９６・�７７６―２２５０

江戸時代後期から伝わるとされている民俗
芸能で、市指定無形民俗文化財に指定されて
います。リズミカルでダイナミックな餅つき
踊りをお楽しみください。つきあがった餅は、
初詣の参拝者に振る舞われます。 �平成３０
年１月1日㈷０時～ �藤波天神社（藤波一丁
目） �４～８人で行われる「立ちボーウチ」
「座りボーウチ」「八人づき」の演目の他、餅
を入れずにつく「曲づき」などの演目を２回上
演

囲碁大会・将棋大会 生涯学習課 �７７５―９４９６・�７７６―２２５０

上尾市新春囲碁大会
�平成３０年1月１３日㈯９時～１４時３０分 �上尾公民館 �段・級別によるクラス別対局。日本棋院棋士との指導対
局も開催予定。ジュニアクラス（中学生以下）もあり �市内に在住・在勤・在学または市内の囲碁団体に所属す
る人 �１，０００円（女性・中学生以下は５００円） �２００人（先着順） �往復はがきに、住所、氏名、電話番号、段・
級位を記入して、１２月１５日㈮まで（必着）に囲碁大会実行委員会事務局（〒３６２―８５０１本町３―１―１生涯学習課内）へ
※団体申し込みの場合は、問い合わせてください。

上尾市新春将棋大会
�平成３０年１月２７日㈯９時３０分～１６時３０分 �上尾公民館 �クラス別による対局①一般Ａクラス／三段以上、Ｂ
クラス／二段と初段、Ｃクラス／1級以下②Ｊクラス／小・中学生③Ｌクラス／女性 ※一般クラスは年齢・性
別を問いません。プロ棋士による指導対局があります。 �市内に在住・在勤・在学または市内の将棋サークル
に所属する人 �１，０００円（女性・高校生以下は５００円） �２００人（先着順） �往復はがきに住所、氏名、電話番
号、年齢、希望クラス、棋力（段・級・なし）を記入して、平成３０年1月１３日㈯まで（必着）に将棋大会実行委員会
の深澤國昭（〒３６２―００５９平方４３２６―５）へ

昨年の藤波の餅つき踊り

よみがえる昭和
日本映画名作劇場

昭和に公開された日本映画の名作４本を、２日間にわたり３５㍉
りょう

フィルムを使って上映します。石原裕次郎、勝新太郎、池部良、
三船敏郎など昭和を代表する名俳優たちの懐かしい姿を、映画
を通してお楽しみください。 �平成３０年２月２３日㈮『嵐を呼ぶ
男』１０時３０分～（開場／１０時）、『悪名』１３時３０分～（開場／１３時）、
２月２４日㈯『暁の脱走』１０時３０分～（開場／１０時）、『隠し砦の三悪
人』１３時３０分～（開場／１３時） �コミュニティセンター
●チケット販売（現在販売中） �コミュニティセンター、文化
センター、イコス上尾 �各回４９９円（自由席） ※未就学児の
入場はできません。

『隠し砦の三悪人』

コミュニティセンター �７７５―０８６６・�７７５―０８６８

『悪名』
『嵐を呼ぶ男』

『暁の脱走』
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申し込み
方法

上尾市 俳句大会
サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地
の

草
刈
り
作
業
と

ワ
シ
・
タ
カ
観
察
会

普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
生
き
物
を
み

ん
な
で
探
し
、
専
門
家
が
生
態
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
親

子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
�

１２
月
１６
日
㈯
９
時
４０
分
〜
１２
時
４０

分（
雨
天
の
場
合
は
、
１２
月
１７
日

㈰
に
延
期
）
�
サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト

ラ
ス
ト
地（
領
家
）
【
集
合
】養
護

老
人
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原市公民館 〒３６２-００２１ 原市３４９９ �７２１-４９４８・�７２１-４９４６

日本歌曲の歴史～日本の音楽家を知ろう～
れん た ろう

①滝廉太郎～山田耕筰②山田耕筰以降～戦後③作曲家の代表的
な曲を鑑賞しながら一緒に歌う

�平成３０年１月９・２３・３０日のいずれも㈫１３：３０～１５：００
（全３回） 
市内に在住・在勤・在学 �５０人
�１２月２２日㈮までに往復はがきか電話またはメール（	
s７２３３００＠city.ageo.lg.jp）で

大石公民館 〒３６２-００６３ 小泉９-２８-１ �７２６-６６１５・�７２６-６６１６

新春ジャズコンサート
サックス、ピアノ、ベース、ドラムによる生の演奏で、ジャズ
や映画音楽を楽しむ

�平成３０年１月１３日㈯１４：００～１５：３０（開場／１３：３０）
�８０人（先着順） ※当日、直接会場へ。

上平公民館 〒３６２-０００８ 上平中央３-３１-５ �７７５-９３０８・�７７０-１１０２

神社と祭り～上尾市域を中心に～
地元に古くから残る神社やお祭りの儀礼・作法・建築様式など
を紹介し、その起源や意義を考える

�１２月１９日㈫９：３０～１１：３０

市内に在住・在勤 �３０人
�１２月１２日㈫までに往復はがきかメール（	s７２３１００＠
city.ageo.lg.jp）で

大谷公民館 〒３６２-００４４ 大谷本郷９４９-１ �７８１-０８９２・�７８０-１１１３

笑ってすっきり！ラフターヨガ教室
難しいポーズは、なし。笑うエクササイズで心を開放、血流を
良くして気力・体力をアップ

�平成３０年１月１０・３１日のいずれも㈬１０：００～１１：３０（全２
回） 
市内に在住・在勤 �３０人（先着順）
�体育館シューズ・飲み物・タオル
�１２月４日㈪から直接または電話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

子ども囲碁教室～頭脳ゲームに挑戦！～
基本ルールを学んで囲碁の楽しさ・奥深さを体験する

�１２月２５日㈪～２７日㈬９：３０～１１：３０（全３回）

市内に在住の小学生 �２０人（先着順）
�１２月４日㈪から直接または電話で

直接または電話で受け付ける講座(教室)を除き、全て「往復はが
き」です。往復はがき（１人〈組〉１枚）に講座名、住所、氏名（ふりが
な）、電話番号、年齢、学校名・学年（小・中学生）を記入の上、申
込日まで（必着）に各公民館へ。応募者多数の場合は抽選します。

�平成３０年３月３日㈯１２～１６時 �上尾公民館 �俳句
とう き ざつ

を愛好している人を対象に、応募による投句（当季雑
えい

詠〈冬・新年・春〉未発表のもの）と開催日に出される
席題での投句・選句・講評を楽しく体験する ※入賞
者を表彰します。 �応募の部／１組３句で１，０００円（定
額小為替） ※２組６句まで応募できます。 当日の部／
５００円 �応募の部／平成３０年１月１５日㈪まで（必着）に
投句用紙（コピー可）、定額小為替を同封して、俳句大

やま と

会実行委員会の大和スイ子（〒３６２―００５３戸崎１―８３）へ
※用紙は各公民館、図書館、コミュニティセンターに
あります。 当日の部だけ／２月２８日㈬までに電話で生
涯学習課へ

生涯学習課 �７７５―９４９６・�７７６―２２５０

１２�１月

27 広報あげお 2017. 12 No. 1005

とき　　　 ところ　　　 内容　　　 対象　　　　 費用・金額　※記載のないものは「無料」　　 定員　　　 持ち物
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」　　 問い合わせ　


